
1二う、肥詔58年葦藍卵能九検圧の審済鮒査  

名食う肴－、ヰ埼金ニ、堆承 正  

ヱまえ〃てさ   
産卵憩わ検定畢菜が春鴇掛二産叩性の句エに首級したことは挽い温阜たな  

し、，が現在の産卵裸足の状況J才碓鶏としての価値判断Lいうエリ安閑璃桐揉  

ヒゎられるべき碩句が発く養鶏経営の上からみ烏ヒ更に強健性、飼料の朝岡  

櫨．賢一性等の残さjlた問題があリオ、ク＼る見を克明し・、経営上一拍珂なろ彩管  

をもつものごあろか乞示7ことは養鶏塩隆嘗■1、七ものはもとエリ、繁應家に  

とっても畳阜なこヒヒ考えられる，   

経済夜定につし、ては軌二あいてもその実東上の庭草が示さオ1、すでに東乾  

している府県もある．   

当埼にぉいては、タ享年皮鵡より従来の産卵能力檜足現についてその後斎拘  

査各席せて行「てきたのであるが、現状の産卵詑力硬え絶ぇ対照としこ綾瀬  

網査左行うニヒに（ま、確鶏ヒしての価値判断力＼、産卵鶉ヒしての條植判軒か、  

或は育成費．出品鶉の鑑定等々に夕くの間貸怠があるが当埼としては均斉カ  

ラニダムサニ・プリングテスト方式による経済権定実施■り賓粁ヒして究乾した。  

ここにそ・カ具体的な方法ヒ第J年目であるj斤年度のポ績を簡単に報告1ろ．  

Ⅱ調査の方涜  

／．言問査対照鶉  民間か＼らの凍ぇ出、計鴫、白芭しグム－ン穐／∫騨′ざの羽、  

横剋プリマスロック．ラ帝30羽、ロードアイランドレゥド2  

葬20軋 計2∂孝ユク0刊である¢  

／∂珂／帝ヒ丁る手飼し＼鶏舎く騨室内／．5年、盈餌場女帝の  ．、こ・  

ものを」更弔した、  

β、調査期間  ぎ♂早／／月′日カ＼ちゴ9年′∂日′ ∫日ま＜のゴさク日間  

である－  

々．調査鴇の評価（育成費）  

育成費については諸彼の状見より一応開始崎までの常永常L  

して聞魔時の体畳／Kダ当リjβr円と軌面しそゴい二等箆代／  

珂／♂ク円左方ロえた．  

g．調査鶏か飼料  

（イ）市取去全配合飼料親鶏照オーールマッシュ  

條泣顔介更  

（／′ク〉   



粗萄白賃／7、（フZ以上、粗潜流、ヲ、∂方以上、泡盛纏7．♂71久下、粗  

灰分／／、0／以上  

lロ）飼町今治与方歌   

上記配合飼料を不断給与し、′日／凰（午后）給餌洛内て練餌ヒしモ∴   

傾取簑ば辟別に古口末席蚤Lた．   

水及びカモガラは不軒給与とし線飼は午前／回／羽／日ゴロ亀鑑反給与  

した，  

い）飼料の伸格   

養鶏場が嫡入する価椅包もって算出した．   

東和．大豆粕．生来稗は市販ろものを使用し、  

4昭和J♂年′／月／日よリ39年／巧J／白ま亡／久β当  

、、、、、  

B昭泰∂9年云再／日よりゴア卑／ク河／ざE【ま＜‘／尺ヌ当  

、 －：∵、＼   

なあ織陪、カキ方1ラは飼料青々、ら除外した。  
占．生産叩の評腐   
生産卵は食碑ヒして評価し各月の日本経済新聞関東卵中値の平均価詔戊単   

価ヒして売上高を貰弘L r＝。   

仰の価賂、 甘木経済新聞、関東卵中値平均／尺メ当  

！巧 町≦′′  左てこ二H二    王        l  ；    】  

捷＿．墜＿重空？．竺⊥三竺竺  －．－ －、∴、、 － 、 】／嵩 ∠．フグ  

■  旬は∴′／日カヽら／ざ日までの期間て殆わ  

7、調査終了鶏、や止軍用評風 食鶏ヒして評価意上声宣えめて その時粁＝二み   

けろ市ヱに当ては．めた価格て■評価した。変死鶏は合印棄却l．たっ  

終了穐、中止醜の評佃基準  
叫▼【－←‾  

車  一芸斎両「  罫 算  出  の  囁  】  
【＿－－．＿－  

展  確  

白丸の／ク好奇ヒする  同線亡／ブヨノ？ゆ以上  

日経粁聞、司軋 千住、中頃の組頭の平均  レクで／ふノ射・u二の子武   

、∴，p、  



検定終了時rノ）評価   

甘木後衛類f軋 諷雌、両軋 千住の平均   

ブ♂年／∂日／βE仁／7日の平均値／在シ′生／／C円（〕r錦で上記養準   

により算出した，  

g、詩経・買   

卑生曳駆除第一律に行う毛の乞計上し■、出入□の凝込円浦素案等は陳外し   

r二．  

デ、その他   

以上の腔に鶏秦．教蚤、毎常、カキガラ凍紋慣印貰、金朴公租乙課、管   

金華を加算了るニヒが痘当亡あろが成婚の碩薙化をさけるために除タトtた．  

／∂、飼養管理   

その佗の一般飼養管理は彗喝の慣例により質権した＿  

∬弼査成碩並に考寮   

前記の方潰に∫パ同委した結果そ二刀収入力概況は）矢の衷／より泉プのと£   

りで上あり．その再別の成績はその邸夜祭泉してい′らごりく■省略1る．カ＼－その主   

な皐項について述べる，   

鶏群別の成碩ば牒／、カ示すとみり亡、品種別、年度別   

馬綺1ま泉2 未3、に弄し、評庵の†ニヒになっL価惰の軍焦写■」平＋勺tし泉ゼ   

に示し．乾死穐の病璃は泉∫の示すとみりである。  

なみ未年反は．本桐喬ヒ捜鴫牧良ヒの結びブきにつし、て．三軍養沢碩にエー   

るヲ貫良目線の設定／ニついては泉β、泉グビ示し た，  

／、強健性   

発醍催は最血のように今秋詞飼育の場合は特に重要な草葉で奉る．／蹄／エ丁   

羽の′ト羽敬の群についての賢死羽誓文、中止羽救を毛って琵條性壱主命ナ、るニ   

ヒはて主ないが∴ 特殊な鶏群鼠除いこ1ユ生存率′つ吊し、手のが■糾遼噸位の上  

位に．換る，   

㌍死鴇はこJlを病那申二みろと泉∫のとおりであり本年夜は同席在が最手ノ   

多く、）笑いで卵垂足プよどの生租温柔統の疾病であるっ 変死羽敬もぅ∫千束   

〃、ら軒冗減少し本年養は／γ甲でを・ごγ∠■いノ白血病も減少Lつつあるニ   

ヒは尾しいごとくある．  

2．産卵性   

産卵他の良否ほ収益′こ最も彩管すろ看貫であるニヒはし、うまでもなし、。産   

卿電鉄jユ産卵苧ヒ生存率に文妃さ八．産卵藍量は産卵率せ叩象、竺牒率に  

（／／ア）   



泉／刃文益に影響 し た条件  

短 利  憩   使   他  ！ 産  卵  性  雀耳  
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話1変 格 の 言辞 低  哺 ’   

卵  ．／横   ．開平体  柊平体  雲已  讐  
餌  日  せ缶  岳  時の  
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禾∠ 論穐別線合戚∴項  

産  キ 卵  
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長㌢ 平泉別，卵価，食鶏，飼腎の佃格  

ノ才ケ円タ夕鶴  ／∠ク円c♂錦  Jダ円j＃食草ダ丁   

／斤β円タグ銭  ／宰ア円∫ク鎖  J2円ケ〃熊手丁  
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え配される。飼料の利用惟、開始時▲ 終ア時の剤癒、鶴棟等により、多少   

順位に変化はあるが．大体産卵愚順征ヒ板利益順位の傾向は一致してし、る．   

泉社輸入されてし、る外囲鶏ヒわか、■垣のものとの比畢拭牒等でも印璽革には   

あゐ絹夜鼻があるが、卵重量のヘリグビリティは夕＼なり萄し、招モ．六郎仮   

の附与は比密的改良しやすい形質であろとぉもわjlるのそ、将に卵亙、脊   

一性友あわ仕考えて改良を産めるぺきであると思う．．  

J．倒畢の利用性   

飼轡摂取量のろ寡は追飼養羽敬．産卵定、体重．飼料の消化、吸収平によ   

って差異互生Tるが＼その利即生色飼村翠ポ宰でケろ′ニ要求率が高くなる   

にL仁がって粗利益噸庇が悉くな，ておりそのイ項向はJまぼ一枚していろ。  

女．関胎時料面轟（育成費）の官印月数   

間蛤時評幅額を調査吊開城後の粗利益により差引き借却のできた間借月ユ  

リの月叛を関強時評価額ろ償卯月玖ヒLた、最も修辞の早か＼）た辟は ∫   

J〆∂○弓であり．．最毛長期間左草したのは／∴ご右派′であっ たく  

∫刊益率に→いて   

放下賓本に村丁る利益の喜り合を黙めろために、歌人・金額〃＼lら支出金親友うt   

いた呪えゑ額乞支出金簸で険した数字を利益宰ヒ名ヴけてみイ∴   

砕別の利益は泉／のとみりで最高はき号〆♂、∂γに丹し．貴紙は≠．αニケヒ   

最高最低め中は広い．   

養鶏経営にわいてもその生産しり碁ヒならものは鶉て－あり、こめ鵠こ乃生産性   

の良否が利益率鼠左右丁ノらく 絶のど丈良は常に利藤率プ＝句上に句フてなさな   

ければならなし＼｛利益率の同上には盟満任範全般についてざ刀燦代諦象を行   

う必要がある．  

占．品権利年債別席時について   

品碩別年度別成績は泉2、泉ゴの示丁とおりである．   

白色レグ 

の傾向にあり．その寛死の大草はヱ．ヱの統照度の鶏群に巌ってみり、J、斤   

年度は巧存率9クズ、生存率ク∠■グと二良し、成績を示してし、たト   

産卵皿その年の気候冬作にモ影響されろので軍産別の平呵産う日放をも「て   

直ちに比韓丁ることはでをないが、率せ年の産卵楷牧はユ∫♂〃荊伐■こあろ   

が．j∂年鶉は∫〆．Jタヒ荊ゴカ年よりも掩い戒碩を示していらニヒは、   

本年度印象の低い群がゴ畔ほじ、あ〔たため亡－あり、こ刀ような肇閂は叩草   

の孜灸に患塩そそぐニヒが、望ましし㌧   

珂新雪京率烏∠．占前後であり、ゴざ早蕨はjL7／と重安Jウキよりやヾ・名  

（ノヱ♂）   



る成埼復元した．   

利益宰はゴ5■年率∴ヱ％．J∂年∫き／．ゴアキ占3／亡、サ7年が乾そ．fく、   

jダ辛が最と低い．利益率はその年の仰臥 飼村賓、犀鶴橋格等市況にえ   

乾されろことが大さし、｛ 鼠考5オ年、〃産卵戚絹．   

飼料要求率著大塞が写し、のに利益率にJ＝、．てしブク年度ヒ木耳屯互rL軟了  

．るに∴之丘クてもがし＼のlま糾軋飼料骨、永舞低絡がJき早は低いことに起嘩   

し てし、ると思われる．   

棟王妊プリマスロック、ロードアイ ランドレッドについては璃館敏がサいFろ   

で個々の比熱ょしなし、が各項弓について白色レケホーン種よりは萄や劣る．  

グ．鹿足戚絹による狭長冒礪の設置‘∴   

ニの絶薄綿牢の成績左もっ⊂、砕の増徴吏如、詑良甘橋立改定ナろニヒ   

は、この経済調査の方：乞の矢繹ヒ／辟打開双がノト羽救であるか＼ら各餌の邑  

杏乱論下ろことは盈当なこヒヒは思わわなし、が、一応、いく「か刀里簡】主  

衷‘カような評点ヵ基埠をつくん．泉ク揖ラに各鱒J評点をしてみた三   

乾∂カ庚聖能力〃水草ヒ汗馬の墓碑は′㌍ずしちこわが畠正なものとは思わ   

ないが、農林省が示した配弓和タメ年に空憎すべ冬揉良夕日標ヒ、末年夜力   

額定戚碩ヒ．本璃査カ／琴力大きさ等鼠考慮して作製したものであろ〃、ら．   

久方の御批判を願ってヲ文書していきたし、。   

泉クの各繹力形訝言苧′き、は各群の戒碕l＝つし＼て泉‘の基準に放し、彩管ごと王   

あてはめて評点しモも・Jt■年jニく下のキ刀については、その形簡の舐良を望   

九たし、もの亡△印温付した．   

評′昏、合格水準之ぐク魚ヒしてみろと△申のない鴇串は∫．き、？、／β‥ノ／、／√／J∂   

のグ鶏群であり、△印の一つの・科＝＝．／ユしカj親許と、なり、ニの醜辟干訓   

点以下は／♂の鶏群／辟あろのみで他の9群は全額∫0′専、以上ヒな「た・．   

△印がヱつ以上あるもので諦点∫∂嵐以エ・・り科よ／鞘古風あたら石（・、   

租利益煩仕ヒ評息噸徳一よ殆／しど一歎すんのて∴ ニニに充したような彬撃J   

評価＝こよって、各科り畏竹、短珂が見し＼仁され、品箕揉貴方たyJノ）改良目   

標力設定に彼立てばざである■．ただ歌りあげた乳質は盈伝的でrよく泉型絶   

乃であり、絶対的なもカてはなし、がタ少くも参考になれば草し＼であるL   

改良ヒし、うことは「良い．とか「患い」とかの判定塞辛が定ま－ニフなし、と全   

く無毒味で局り「こういうものを作りたい」という目標がえま「て、和め   

て方溝が笹津11㍑㌔ことに■なるゥ 改良の方浣が定ま′＝ま＼目標に向って潤   

さ木：．賢収を独り汲Lて貫流夜宮威するカ∴ 有紀問突紀、または品絶間吏酷に   

エリヘテローゝ・ス（紬護強勢）を利伺した安岡鳴を作るニヒが可組ヒなっ  

（ンヱデ〉   



てくイi，淀二．、 て徳鴫野〔か軋符（ま乳状でよと：【ろク＼、粁ししニ中東を導入丁る鍵  

辛があぁか＼、或は基礎的な京統を入れるが．また交配方落を変えるべき〃、  

等：乃；天定さL下丁詣針が容養ヒなってくる．  

Jrあとがき   

以上当喝にみける産卵能力棟軍鶏の施済鯛査の耗況について丞ぺたが、も  

じよりか〃＼るノト謂敬力戚碩包も1㌻て各碍の良否を額ずるニヒはできなしへ。  

養鶏経営もそLカ立地酎牛に点L・・た．飼養苗字焦．首真によって行なわれる舌の  

であって、ニの長嶺色合面的に又そのヨ∴まの・毎であてはぁるこじけ困経であ  

るグ■、何等カ＼の参考になりば辛ヒ思う．   

なお、本訴査と硬親政艮ヒの結び、っきについては、珂査展碩による鉄頒牒  
積の級長の項ぞ述べたところで奉るが現準のような、 

． 

盈犬艶ヒ了る仔雌左出品して細査卑行うことにエリ、その天象の系統的価値  

をある程度評価し得るものと居着さ咋同「布直の自家裸足の・或領と比較棟討  
守るニヒにより更に且兼な有紀鞄イ価値判定に役立，「■，毛のヒ思う・  

鯛査方浩に不満足？点が争いが、．今倹準鱒実施するニヒにより、更l；丘癌な  

繹栗・乙得て峰寒舞妓予えのラング隼一サニ70リングテストの有料ヒいたした  

い，   


